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P1

三
位
一
体
で
醸
し
出
す
！

日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能

人
形
浄
瑠
璃 

文
楽

読売日本交響楽団　第10代常任指揮者

セバスティアン・ヴァイグレ ［指揮］
ピアノの「真髄」を聴く。男たちの直球勝負！

Weekend Piano Series ▼ ▼ P5

▼ ▼ P3

Ⓒ 青木信二

vol.109



天
下
泰
平
や
五
穀
豊
穣
を
祝

う
お
め
で
た
い
演
目
。
太
夫
・

三
味
線
、
人
形
い
ず
れ
も
が

躍
動
感
あ
ふ
れ
、
足
遣
い
が

踏
む
足
拍
子
や
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
と
鳴
り
響
く
鈴
の
音
、
袖

を
振
っ
て
舞
う
踊
り
は
圧
巻
。

二
人
の
三
番
叟
が
踊
り
比
べ

る
様
子
の
お
か
し
み
は
必
見

で
す
！

二に
に
ん
さ
ん
ば
そ
う

人
三
番
叟

摂せ
っ
し
ゅ
う
が
っ
ぽ
う
が
つ
じ

州
合
邦
辻
　
合が

っ
ぽ
う
す
み
か

邦
住
家
の
段だ

ん

本ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝
　
十じ

ゅ
し
ゅ
こ
う

種
香
の
段だ

ん

・
奥お

く
に
わ
き
つ
ね
び

庭
狐
火
の
段だ

ん

釣つ
り
お
ん
な女 

有
名
な
「
し
ん
と
く
丸
」（
身

毒
丸
）
伝
説
を
も
と
に
作
ら

れ
た
演
目
。
恋
と
嫉
妬
、
怒

り
と
悲
し
み
、
心
情
の
激
し

さ
と
、
音
楽
と
と
も
に
表
さ

れ
る
嫉
妬
に
よ
る
〝
狂
乱
の

さ
ま
〟
は
、
見
ど
こ
ろ
、
聞

き
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

諏
訪
湖
に
伝
わ
る
白
虎
伝
説

を
題
材
に
し
た
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
な
演
目
。「
奥
庭
狐
火

の
段
」
は
、
通
常
黒
衣
姿
の

左
遣
い
と
足
遣
い
も
顔
を
出

す
と
い
う
限
ら
れ
た
演
目
の

一
つ
。

狐
の
登
場
や
、
一
瞬
に
し
て

姿
を
変
え
る
人
形
遣
い
の
早

替
わ
り
に
も
注
目
で
す
！

独
身
の
大
名
と
太
郎
冠
者
が

「
恋
人
が
欲
し
い
」
と
神
社

へ
赴
き
、
大
名
が
祈
願
す
る

と
絶
世
の
美
女
が
。
自
分
も

続
け
と
太
郎
冠
者
が
意
気
込

む
と
悲
劇
が
訪
れ
ま
す
。
外

国
で
は
観
客
の
反
応
が
違
う

の
が
こ
の「
悲
劇
」。
太
郎
冠

者
の
釣
り
あ
げ
た
「
醜
女
」

の
ほ
う
が
だ
ん
ぜ
ん
魅
力
的

だ
と
か
。
さ
て
実
際
は
…
。

人
形
浄
瑠
璃

三
位
一
体
で
醸
し
出
す
！

日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能

人
形
浄
瑠
璃
は
、
江
戸
時
代
に
大
阪
で
生
ま
れ
た
人
形
芝

居
で
、
耳
で
聞
く
語
り
物
音
楽
の
「
浄
瑠
璃
」
と
視
覚
で

魅
せ
る
「
人
形
」
が
融
合
し
た
日
本
の
重
要
無
形
文
化
財
。

「
文
楽
」
と
は
、
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
小
屋
（
劇
場
）

の
一
つ
の
「
文
楽
座
」
が
大
き
な
人
気
を
博
し
た
こ
と
か
ら
、

後
に
人
形
浄
瑠
璃
と
言
え
ば
「
文
楽
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

  

そ
の
一
　
人
形
の
表
情
を
楽
し
む
！
　

文
楽
は
三
人
で
一
つ
の
人
形
を
動
か
し
ま
す
。
大
き
な
も
の
で
1
3
0

㎝
〜
1
5
0
㎝
ほ
ど
、
重
さ
に
し
て
10
㎏
も
あ
る
人
形
を
、
主
遣
い
の

体
の
動
き
が
司
令
塔
と
な
り
一
体
と
な
っ
て
動
か
す
こ
と
で
、
時
に
は
迫

力
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
、
そ
し
て
時
に
は
繊
細
な
動
き
を
見

事
に
表
現
し
ま
す
。

  

そ
の
二
　
衣
裳
を
楽
し
む
　

人
形
に
は
肉
体
が
な
い
の
で
、
衣
裳
に
は
綿
が
入
っ
て
お
り
、
糸
で
胴
部

に
縫
い
つ
け
て
い
ま
す
。
種
類
、
模
様
な
ど
役
柄
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、

高
貴
な
役
の
衣
裳
は
豪
華
で
華
や
か
な
も
の
も
多
い
で
す
。

人
形
は
人
間
と
違
い
途
中
で
着
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
一
つ
の

役
柄
で
衣
裳
の
異
な
っ
た
人
形
が
何
体
も
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

  

そ
の
三
　
太
夫
の
緊
迫
感
、三
味
線
の
バ
チ
さ
ば
き
を
楽
し
む
！  

太
夫
と
は
物
語
の
語
り
手
の
こ
と
。
登
場
人
物
の
台
詞
は
も
ち
ろ
ん
、
情

景
や
状
況
も
一
人
で
語
り
分
け
、
声
色
だ
け
で
は
な
く
全
身
全
霊
を
注
い

で
、
人
物
の
神
髄
、
喜
怒
哀
楽
、
情
景
を
表
現
し
ま
す
。

そ
の
情
景
を
音
で
彩
る
の
が
「
三
味
線
」。
太
く
強
い
音
色
は
、
た
っ
た

一
音
で
そ
の
背
景
や
心
情
を
表
現
す
る
ほ
ど
魅
了
し
ま
す
。
太
夫
と
三
味

線
と
が
、
互
い
に
緊
張
の
呼
吸
を
重
ね
合
わ
せ
、
意
気
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
醍
醐
味
で
す
。

人
形
だ
か
ら
こ
そ
人
間
の
本
質
を
表
現
で
き
る
人
形
浄
瑠
璃
「
文
楽
」。

今
回
の
公
演
で
は
冒
頭
に
出
演
者
に
よ
る
解
説
が
あ
り
、
上
演
中
は
字
幕

が
つ
き
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

息
の
合
っ
た
世
界
最
高
峰
の
人
形
劇
を
会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

昼
の
部

夜
の
部

人形浄瑠璃
～解説・字幕付き～

10月17日（土） 
昼の部１３：３０開演
夜の部１８：００開演
マーキーホール

料金◆	全席指定¥4,000
	  昼夜セット ￥7,000

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※新型コロナの感染状況により出演者

の変更や公演中止の可能性もござ
います。

	 最新情報は所沢ミューズの公式ホー
ムページでご確認ください。

「文楽」

左遣い

左遣い

足遣い

主遣い

主遣い （おもづかい）	 人形遣いの司令塔。頭部と右手を動かす
（ひだりづかい）	左手を動かし、小道具を出し入れする
（あしづかい）	 両足を動かす

人形遣いは、まず足遣いから始め、左遣い、主遣い
と進みます。足10年、左10年と言われ、主遣いに
なるまでには長い修行を必要とします。

物
語
を
語
る「
太
夫
」

情
景
を
音
で
表
現
す
る「
三
味
線
」

一
体
の
人
形
を
三
人
で
遣
う 「
人
形
」

女性の人形には足がなく、足遣いは着物の
裾に腕を入れて足の動きを表現します。

注
目！

注
目！

人
形
浄
瑠
璃
「
文
楽
」と
は

初
め
て
の「
文
楽
」
ど
う
楽
し
む
？

各
演
目
の
こ
こ
が
み
ど
こ
ろ
!

足遣い

Ⓒ 青木信二
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250年を超える歴史を誇る名門ベルリン国立歌劇場
（1970年代）

戦後のベルリン国立歌劇場を率いた
名匠オトマール・スウィトナー

指揮者への道を後押ししてくれた
世界的巨匠バレンボイム

15年にわたりベルリン国立歌劇場の
首席ホルン奏者として活躍

ベートーヴェンの自筆による『第九』の楽譜

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ァ
イ
グ
レ
［
指
揮
］

読
売
日
本
交
響
楽
団
　
第
10
代
常
任
指
揮
者

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ヴ
ァ
イ
グ
レ
は
、

１
９
９
２
年
に
ス
ウ
ィ
ト
ナ
ー
の
後
を
受
け
て
ダ
ニ

エ
ル
・
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
が
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
の

音
楽
監
督
に
就
任
す
る
と
、
巨
匠
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
の

励
ま
し
を
受
け
、
指
揮
者
と
し
て
の
活
動
を
徐
々
に

本
格
化
。
１
９
９
７
年
、
つ
い
に
首
席
ホ
ル
ン
奏
者

を
辞
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
の
第
１
カ
ペ
ル

マ
イ
ス
タ
ー
（
首
席
指
揮
者
）
に
就
任
。
音
楽
監
督

で
あ
る
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
と
共
に
、
今
度
は
指
揮
棒
を

手
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
峰
の
歌
劇
場
を
牽
引
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

ウ
ィ
ー
ン
、ベ
ル
リ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

～
世
界
の
頂
点
へ

長
く
ホ
ル
ン
奏
者
と
し
て
活
躍
し
作
品
を
知
り
尽
く

し
た
ヴ
ァ
イ
グ
レ
は
、
指
揮
者
と
し
て
活
動
を
開
始

す
る
と
す
ぐ
さ
ま
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
し
、
一
気

に
世
界
の
注
目
を
集
め
る
。
と
り
わ
け
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、ワ
ー
グ
ナ
ー
、Ｒ
．
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
な
ど
ド
イ
ツ
作
品
で
は
数
々
の
名
演
奏
を

繰
り
広
げ
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
、
ド
レ
ス
デ
ン

国
立
歌
劇
場
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
、
そ
し
て

バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
と
い
っ
た
超
一
流
の
劇
場
か
ら

出
演
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
。
世
界
の
頂
点
と
も
言
え
る

檜
舞
台
に
次
々
と
出
演
し
、
高
い
評
価
を
獲
得
し
た
。

２
０
０
４
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
最
高
峰
、
リ
セ
ウ
大

劇
場
の
音
楽
監
督
に
任
命
さ
れ
、
優
れ
た
手
腕
を
発

揮
。
さ
ら
に
２
０
０
８
年
か
ら
は
ド
イ
ツ
屈
指
の
歌

劇
場
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
歌
劇
場
の
音
楽
監
督

に
就
任
し
、
ド
イ
ツ
音
楽
を
中
心
に
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
で
成
功
を
収
め
、
世
界
で
も
最
も
充
実
し
た

劇
場
へ
と
押
し
上
げ
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
権
威
あ
る
雑
誌
の
１
つ

「
オ
ー
パ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ト
」
の
「
年
間
最
優
秀
指
揮
者  

Conductor of the Y
ear

」
に
４
度
も
選
出
さ
れ

る
な
ど
、
ヴ
ァ
イ
グ
レ
の
活
躍
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。

人
類
最
大
の
音
楽
遺
産

～
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
第
九
』

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
書
き
残
し
た『
第
九
』
は
、60
分

を
超
え
る
規
模
に
お
い
て
も
、
声
楽
が
加
わ
る
と
い

う
革
新
性
に
お
い
て
も
、
楽
聖
の
総
決
算
と
も
言
え

る
傑
作
だ
。
そ
の
音
楽
は
、初
演
か
ら
１
９
０
年
以
上

が
経
過
し
た
現
在
で
も
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
。『
第
九
』
の
真
価
を
い
ち
早
く
見
抜

い
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
自
ら
が
建
設
し
た
バ
イ
ロ
イ

ト
祝
祭
劇
場
で
演
奏
。
以
来
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
を

専
門
と
す
る
こ
の
劇
場
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
以
外
が
演

奏
さ
れ
る
唯
一
の
曲
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
二
次
世

界
大
戦
で
破
壊
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
再

建
を
記
念
す
る
演
奏
会（
１
９
５
５
年
）で
は
ブ
ル
ー

ノ
・
ワ
ル
タ
ー
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を
記
念

す
る
演
奏
会
（
１
９
８
９
年
）
で
は
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
が
指
揮
す
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
な
機

会
に
お
い
て
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
『
第
九
』

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

ヴ
ァ
イ
グ
レ
自
身
も
28
歳
の
と
き
に
経
験
し
た
ベ
ル

リ
ン
の
壁
の
崩
壊
と
、
そ
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
『
第

九
』
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
「
喜
び
を
共
に
歌
い
上
げ
る
と
き
に
演

奏
さ
れ
る
作
品
」
で
あ
り
、「
歌
詞
の
通
り
、
世
界

を
抱
擁
し
て
く
れ
る
よ
う
な
曲
」
と
答
え
て
い
る
。

読
響
の
常
任
指
揮
者
に
就
任
後
、
初
め
て
取
り
上
げ

る
『
第
九
』
で
は
、
ヴ
ァ
イ
グ
レ
の
作
品
に
対
す
る

深
い
愛
情
と
共
に
、
ド
イ
ツ
音
楽
へ
の
透
徹
し
た
眼

差
し
が
光
る
名
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

若
き
ホ
ル
ン
の
名
手

～
巨
匠
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
と
の
出
会
い

東
西
冷
戦
真
っ
た
だ
中
の
１
９
６
１
年
、東
ベ
ル
リ
ン

で
生
を
受
け
た
ヴ
ァ
イ
グ
レ
。
東
ド
イ
ツ
で
最
高
峰

の
教
育
機
関
ア
イ
ス
ラ
ー
音
楽
学
校
で
学
ぶ
と
、
わ

ず
か
21
歳
で
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
の
首
席
ホ
ル
ン

奏
者
に
就
任
す
る
。
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場

の
音
楽
監
督
は
、
Ｎ
響
へ
の
客
演
で
も
お
な
じ
み
の

巨
匠
オ
ト
マ
ー
ル
・
ス
ウ
ィ
ト
ナ
ー
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
首
席
奏
者
就
任
か
ら
７
年

が
経
過
し
た
１
９
８
９
年
、
ヴ
ァ
イ
グ
レ
は
ベ
ル

リ
ン
の
壁
の
崩
壊
と
そ
の
後
の
東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
と
い
う
激
動
の
瞬
間
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

音
楽
学
校
で
は
指
揮
法
も
学
び
、
指
揮
活
動
に
も Sebastian Weigle

交響曲第３番『英雄』、第５番『運
命』、第６番『田園』など、多くの傑
作が初演された美しいアン・デア・
ウィーン劇場。

ホイリゲ（ワイン酒場）のマイヤー・ア
ム・プファールプラッツ。ベートーヴェ
ンは1817年、ここに滞在して『第九』
の作曲をした。

ベートーヴェンは1821～23年の毎
夏をウィーン郊外の温泉保養地バー
デンで過ごし、この家では『第九』の
作曲の大半が進められた。

1802年、難聴に苦しんだベートー
ヴェンはハイリゲンシュタットのこの
家で遺書を書いた。現在は博物館と
して公開されている。

ウィーン最古のカフェの１つ、フラウ
エンフーバー。２階にはモーツァルト
やベートーヴェンが演奏をしたサロ
ンがあった。

ウ
ィ
ー
ン
周
辺
に
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

住
ん
だ
家
や
、

ゆ
か
り
の
深
い
劇
場
や
カ
フ
ェ
が

い
ま
も
数
多
く
現
存
し
ま
す
。

街
を
め
ぐ
る
と

素
顔
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

２
０
１
９
年
4
月
よ
り
読
響
の
常
任
指
揮
者
を
務
め
る

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ァ
イ
グ
レ
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
歌
劇
場
の
音
楽
総
監
督
を
務
め
、

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
で
も

絶
賛
を
浴
び
続
け
る
名
指
揮
者
の
足
跡
に
迫
っ
た
！

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
め
ぐ
る

	

音
楽
の
都

　 

ウ
ィ
ー
ン

読売日本交響楽団
セバスティアン・ヴァイグレ［指揮］
12月27日（日）14：15開場  15：00開演
アークホール
料金◆全席指定
		  S席：¥8,000 A席：¥7,000 
		  B席：¥6,000
曲目◆	ベートーヴェン：交響曲第9番  
		   「合唱付き」
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※新型コロナの感染状況により出演者の変更や公演

中止の可能性もございます。最新情報は所沢ミュー
ズの公式ホームページでご確認ください。
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ピ
ア
ノ
の「
真
髄
」を
聴
く
。男
た
ち
の
直
球
勝
負
！

所
沢
ミ
ュ
ー
ズ
初
登
場
は
２
０
１
６
年
の
11
月
。
ア
ン
ス
ネ
ス
が
愛

し
て
や
ま
な
い
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、シ
ョ
パ
ン
に
加
え
、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

と
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
美
し
い
小
品
を
取
り
上
げ
、
零
れ
落
ち
る
よ
う
な

美
し
い
抒
情
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
世
界
で
も
屈
指
の
演
奏
技
巧
の

持
ち
主
だ
が
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
ひ
け
ら
か
す
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。

む
し
ろ
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
響
き
が
ホ
ー
ル
の
隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た

る
の
を
静
か
に
待
つ
か
の
よ
う
な
、
詩
情
豊
か
な
表
現
が
際
立
っ
て

い
た
。

ア
ン
ス
ネ
ス
は
、
ほ
か
の
多
く
の
一
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
よ
う
な
輝
か

し
い
コ
ン
ク
ー
ル
歴
が
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
17
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
じ
わ
じ
わ
と
頭
角
を
現
し
、

実
力
だ
け
で
世
界
の
頂
点
を
極
め
て
し
ま
っ
た
。い
ま
や
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
や
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
な
ど
と
共
演
を
重
ね
、
室
内
楽
や
リ

サ
イ
タ
ル
で
も
世
界
中
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
す
る
。
ま
た
、

２
０
１
１
年
か
ら
４
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
る「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
旅
」

は
世
界
27
か
国
で
絶
賛
の
渦
を
巻
き
起
こ
し
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
に
は
通

算
８
度
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、
ピ
ア
ノ
界
の
新
帝
王
と
も
言

え
る
目
覚
ま
し
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

４
年
ぶ
り
と
な
る
所
沢
ミ
ュ
ー
ズ
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
悲
愴
」
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
謝
肉
祭
」
を
メ
イ
ン
に
据

え
た
多
彩
な
曲
目
が
並
ん
だ
。
い
ま
な
お
深
化
を
続
け
る
名
手
に
よ

る
、「
知
」「
情
」「
意
」
す
べ
て
が
そ
ろ
っ
た
名
演
奏
に
ご
期
待
い

た
だ
き
た
い
。

１
９
７
９
年
ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
た
ゲ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
名
門
バ
ー

ク
リ
ー
音
楽
大
学
創
設
以
来
、
最
年
少
の
14
歳
で
同
大
学
の
学
生
と

な
る
な
ど
神
童
ぶ
り
を
発
揮
。
２
０
０
１
年
に
難
関
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
世
界
の
注
目
を
集
め
る
と
、

ヴ
ィ
オ
ラ
の
名
手
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
と
の
共
演
（
２
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
リ

リ
ー
ス
）
で
も
高
い
評
価
を
獲
得
す
る
。

ゲ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て
も
強
靭
な
タ
ッ
チ
に
よ

る
豊
か
な
響
き
と
抜
群
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
。
深
み
の
あ
る
表
現
と
、

難
所
を
も
の
と
も
し
な
い
高
度
な
技
巧
は
、
伝
説
の
巨
匠
リ
ヒ
テ
ル

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
２
０
１
８
年
に
樫
本
大
進
［
Ｖ
ｎ
］
と
所
沢

ミ
ュ
ー
ズ
に
初
登
場
し
た
際
も
、
豊
か
な
響
き
と
燦き

ら

め
く
よ
う
な
硬

質
な
タ
ッ
チ
で
、
見
事
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
支
え
た
。

近
年
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
コ
ン
セ
ル

ト
ヘ
ボ
ウ
管
、
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
響
な
ど
の
一
流
オ
ケ

と
共
演
を
重
ね
、
楽
団
員
か
ら
の
評
価
が
極
め
て
高
い
と
い
う
。
指

揮
者
で
は
ラ
ト
ル
と
ビ
ュ
シ
ュ
コ
フ
の
信
頼
が
厚
く
、
さ
ら
に
ジ
ン

マ
ン
、
デ
ュ
ト
ワ
、
ギ
ル
バ
ー
ト
か
ら
も
次
々
と
指
名
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
活
躍
ぶ
り
は
ま
さ
に
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
だ
。

今
回
、
所
沢
ミ
ュ
ー
ズ
で
の
初
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
色
彩
の
魔
術
と
も

言
え
る
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
名
作
、そ
し
て
ハ
イ
ド
ン
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
幻
想
曲
」
を
揃
え
た
こ
だ
わ
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。
い
ま
ま
さ
に
キ
ャ
リ
ア
の
頂
点
を
極
め
よ
う
と
す
る
名
手

の
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
溢
れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
こ
う
！

12
歳
で
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
み
ず
み
ず
し
い
演
奏
と
愛
く
る
し

い
笑
顔
で
話
題
を
さ
ら
っ
た
牛
田
智
大
。
所
沢
ミ
ュ
ー
ズ
初
登
場
は
、

２
０
１
３
年
９
月
16
日
（
13
歳
）。
し
な
や
か
で
丁
寧
な
音
楽
づ
く

り
と
、
ピ
ュ
ア
で
輝
く
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
満
席
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

２
度
目
の
登
場
は
約
１
年
後
、
東
響
と
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
：
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
２
番
で
、「
こ
れ
が
少
年
の
演
奏
か
⁉
」
と
思
う
ほ
ど
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
深
い
情
感
を
聴
か
せ
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
に
立
ち

会
っ
た
楽
団
関
係
者
の
１
人
が
「
こ
れ
は
本
物
だ
ね
！
」
と
舞
台
袖

で
つ
ぶ
や
い
た
の
が
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

３
度
目
は
２
０
１
７
年
の
お
正
月
（
17
歳
）。
前
年
に
逝
去
し
た
中

村
紘
子
さ
ん
の
代
役
と
し
て
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
立
ち
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
：
パ
ガ
ニ
ー
ニ
狂
詩
曲
で
圧
倒
的
な
名
演
奏
を
繰
り

広
げ
絶
賛
を
浴
び
た
。
ク
リ
ア
で
力
強
い
打
鍵
、
卓
越
し
た
技
巧
、

情
感
豊
か
な
音
楽
性
は
、
牛
田
智
大
が
す
で
に
一
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

必
要
な
す
べ
て
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
物
語
っ
て

い
た
。
２
０
１
８
年
に
は
、
ブ
レ
ハ
ッ
チ
や
チ
ョ
・
ソ
ン
ジ
ン（
シ
ョ
パ

ン・コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
）
を
輩
出
し
た
浜
松
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
見
事
に
第
２
位
に
食

い
込
み
、
あ
わ
せ
て
聴
衆
賞
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
長
賞
を
獲
得
し
た
。

約
４
年
ぶ
り
の
登
場
と
な
る
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
葬
送
ソ
ナ

タ
、
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、
バ
ラ
ー
ド
、
舟
歌
、
ワ
ル
ツ
、
マ
ズ
ル
カ

と
逃
げ
も
隠
れ
も
で
き
な
い
シ
ョ
パ
ン
の
名
曲
が
ズ
ラ
リ
。
い
ま
ま

さ
に
世
界
へ
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
21
歳
の
天
才
が
放
つ
輝
き
に
魅
了

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
！

世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
聴
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド 

ピ
ア
ノ
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ン
ス
ネ
ス
、
ロ
シ
ア
の
ゲ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
日
本
の
牛
田
智と
も
は
る大
と
男
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
集
結
！ 

美
し
い
響
き
の
ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
、
実
力
派
が
紡
ぐ
珠
玉
の
名
曲
を
存
分
に
ご
堪
能
い
た
だ
こ
う
！

Leif O
ve A

n
d
sn

es

K
irill G

erstein

T
o
m

o
h
aru

 U
sh

id
a

高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
強
靭
な
タ
ッ
チ
で
世
界
を
魅
了
！

溢
れ
出
す
詩
情
と
冴
え
わ
た
る
技
巧
！ 

ピ
ア
ノ
界
の
新
帝
王
！

神
童
か
ら
真
の
天
才
に
！ 

世
界
へ
飛
翔
す
る
21
歳
！

Ⓒ
 G

regor H
ohenberg

Ⓒ
 M

arco Borggreve

Ⓒ
 A

riga Terasaw
a

アークホール
レイフ・オヴェ・アンスネス
2020年12月5日（土）　
14：15開場　15：00開演
S席:4,000円　A席:3,500円
モーツァルト：幻想曲 K.475
ベートーヴェン：

ピアノ・ソナタ第8番 op.13「悲愴」
バルトーク：3つのブルレスク
シューマン：謝肉祭（全20曲）op.9
ほか

キリル・ゲルシュタイン
2021年1月17日（日）
14：15開場　15：00開演
S席:2,500円　A席:2,000円
ドビュッシー：

ピアノのための12の練習曲
ハイドン：幻想曲 Hob.XVII:4
ベートーヴェン：幻想曲 op.77
シューベルト：

さすらい人幻想曲 D760 op.15

牛田智大
2021年3月13日（土）　
13：15開場　14：00開演
S席:2,500円　A席:2,000円
J.S.バッハ：イタリア協奏曲 BWV971
ショパン：

ピアノ・ソナタ第2番 op.35「葬送」
ポロネーズ第6番 op.53「英雄」
バラード第4番 op.52

ほか

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※新型コロナの感染状況により出演者の変更や

公演中止の可能性もございます。最新情報は
所沢ミューズの公式ホームページでご確認く
ださい。

全3公演チケット好評発売中

レ
イ
フ
・
オ
ヴ
ェ
・
ア
ン
ス
ネ
ス

キ
リ
ル
・
ゲ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

牛
田
智と
も
は
る大

6 5



ステージレポート
7月2日

   　〜8月6日

8/6（木）

次回のインフォ・マートは11月15日発行予定です。どうぞお楽しみに。

2020
7/2（木） ミューズリニューアルVol.1　

新ホールオルガニスト
お披露目コンサート～
Re:START
〈アークホール〉
出演／	三原麻里［オルガン］、原田真侑［オルガン］
曲目／	J.S.バッハ：フーガ ト短調（小フーガ）BWV578
	 コラール〈目覚めよと呼ぶ声あり〉BWV645
      	 ヴィエルヌ：ウェストミンスターの鐘op.54-6　ほか

所沢ミューズリニューアル公演の第 1 弾。お客様にご入場いただくコ
ンサートは 571 日ぶり！ 通常のコンサートとは異なり、新型コロナウ
イルス対策をとって実施しました。

出演は、4 月に第 4 代ホールオルガニストに就任した三原麻里と
原田真侑。バッハの名曲や、学校のチャイムでお馴染みの「ウェスト
ミンスターの鐘」など、オルガンの名曲が演奏されました。またフラ
ンク：「カンタービレ」では、病院で働く方々、私たちの生活を支えて
くださった方々への感謝の気持ちを込めて幻想的なブルーライトで
オルガンを照らしました。

オーバーホールを終えたばかりのオルガンで、これまでよりも洗練
された響きをお客様にご堪能いただきました！ 今後のオルガンコン
サートもお楽しみに…。

ミューズリニューアルVol.2　
細川千尋トリオ 
CLASSIC×JAZZ
〈アークホール〉
出演／	細川千尋［ピアノ］、井上陽介［ベース］
	 セバスティアン・カプテイン［ドラムス］
曲目／ジョゼフ・コズマ：枯葉
　　　マイルス・デイヴィス：ナーディス
　　　細川千尋：Espoir　ほか

所沢ミューズリニューアル公演の第 2 弾には、気鋭のジャズピアニス
ト細川千尋が名手・井上陽介とセバスティアン・カプテインと共に登場。

7 月 2 日の公演と同様、新型コロナウイルス対策を行い実施しました。
コンサートは細川千尋のアレンジによるラヴェルの「ボレロ」からスター
ト。その後はジャズの名曲「枯葉」や「ナーディス」へと続き、そして
自作の「Espoir」「黎明 -Reimei-」まで、多彩なタッチで観客を魅
了しました。

3 人の熱演に会場からは割れんばかりの拍手が！ 飛沫防止のためブ
ラボーはご遠慮いただいていますが、代わりにブラボーと書かれた看
板を掲げているお客様がいらっしゃいました。

今回は、新型コロナウイルスの影響で延期となっていた所沢
ミューズリニューアル公演の当日の様子と感染拡大防止対策を
ご紹介させていただきます。

写真撮影（市民カメラマン）／三平資郎（7/2）、滝島利男（8/6）

チケットの半券はお客様ご自身で
切り取っていただきました 会場の入口ではサーマルカメラで検温を実施

ソーシャルディスタンスを徹底した
客席の様子

熱演を繰り広げる細川千尋トリオ

久しぶりのコンサートで笑顔がはじける 終演後もエネルギッシュな 3 人

ホールオルガニストに就任した三原麻里・原田真侑

編集後記

感謝の気持ちを込めて
オルガンをブルーにライトアップ

リハーサルでもソーシャル
ディスタンスを確保

最近、フィンランド生まれのモルックというあるマイナースポーツの練習に励んでいます。練習場所は普通の公園。最初は恥ずかしかったですが、
いまではまったく気にならなくなりました。それどころか近所の小学生も「やりたい！」と一緒に練習をしています。こうやって競技人口が増え
てオリンピック種目になればいいなぁ～なんて思っています。オリンピック日本代表を目指してこれからも練習頑張ります！（M）

所
沢
▼

▲
本
川
越

西
武
新
宿
線

航
空
公
園
駅

国道463号線（旧浦和・所沢線）

航空記念公園

児童相談所
図書館 航空発祥記念館

郵便局
市役所

警察署

西 武 新 宿 線
「航空公園駅」
東口より徒歩
10分・バス3分

所沢市民
文化センター
ミューズ04-2998-7777

チケットのお問合せは……ミューズチケットカウンター

● 窓口・電話予約10：00〜18：00 ※休館日を除く

● インターネット予約

※�公演情報は2020年8月27日現在のものです。曲目・出演者の変更やチケットが売切れとなることも 
ございますので、ご了承ください。

クラシック・ポピュラー・演
劇・寄席など多彩で魅力溢れ
る公演を開催しております！
詳細はミューズホームページで
ご確認ください。
http://www.muse-tokorozawa.or.jp所沢ミューズ 検 索


